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丸
ま る

 山
や ま

  亮
りょう

 さん 
 

［略歴］ 

年  齢  69歳 

住  所  埼玉県加須市在住 

略  歴  栃木県佐野市出身。 

法政大学経済学部卒業後、東京都青梅市立第八小学校勤務を経て、東

京都足立区役所を定年退職。 

中央仏教学院、大谷専修学院にて仏教を学び、真宗大谷派 咲柳山 報

土寺衆徒、真宗大谷派 法輪山 證大寺役僧となる。その後、武蔵野大

学大学院 仏教学研究科 修士課程を修了し、現在は、法政大学大学院 

人文科学研究科哲学専攻 修士課程在学中。 

 

 

【応募動機及びコメント】 

これまで清沢満之の研究を通して、衆生が仏〔覚者〕に成ることについて考えて

きました。本稿は、清沢の「死生観」から彼が描いた仏〔覚者〕像を捉えようとし

たものです。現われた画像には、物象に対して意味や価値を設定しない精神と、物

象に寄り添おうとする姿勢とが見事に表現されていました。ただ単に鑑賞するだ

けではいけないと、つくづく感じ入ることであります。 

このたび、清沢が最も信頼を寄せていた暁烏敏の名を冠した賞を、いただくご縁

に恵まれました。清沢を研究する者として、光栄の極みであります。今回の受賞を

励みに、これからも精進して参ります。 

指導教員をお引き受けくだされた西塚俊太先生には、心より御礼申し上げます。

先生の御指導がなければ、今回の受賞はあり得ませんでした。また、退職後の進路

決定に賛同し、側面から支援してくれた妻、文江にも感謝いたしたい。 
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清
沢
満
之
は
、
明
治
期
の
哲
学
者
で
あ
り
宗
教
者
で
あ
る
。
禁
欲
的
な
生
活
を
実

践
し
、
結
核
を
発
病
し
て
、
四
〇
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。 

清
沢
の
思
想
は
「
精
神
主
義
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
要
諦
は
宗
教
雑
誌
『
精
神
界
』

に
発
表
し
た
一
連
の
論
文
に
示
さ
れ
て
い
る
。
清
沢
に
よ
れ
ば
、
処
世
に
お
け
る
煩

悶
憂
苦
は
単
な
る
「
妄
想
」
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
だ
か
ら
「
精
神
」
に
よ
り
解
消
で

き
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
「
精
神
」
と
は
、
私
た
ち
は
外
物
・
他
者
と
共
に
「
万
物
一

体
の
真
理
」
の
被
反
映
者
で
あ
り
、
私
た
ち
が
接
遇
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
象
は
平
等
に

し
て
最
適
で
あ
る
と
覚
了
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
精
神
」
が
「
妄
想
」
で
あ
る

煩
悶
憂
苦
を
解
散
さ
せ
る
と
、
清
沢
は
説
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
は
日
清
戦
争
後
の

経
済
発
展
に
よ
り
「
都
市
市
民
」
層
が
形
成
さ
れ
、
多
く
の
人
々
が
未
知
の
他
者
と

の
交
際
や
競
争
に
心
血
を
注
が
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
こ
か
ら
生
ず
る
様
々
な
軋
轢
に
よ

り
煩
悶
憂
苦
し
て
い
た
。
清
沢
は
論
説
の
中
で
煩
悶
憂
苦
の
解
消
法
と
共
に
採
用
す

べ
き
姿
勢
や
態
度
も
提
起
し
て
お
り
、「
精
神
主
義
」
は
人
々
の
大
き
な
支
持
を
獲
得

し
た
の
で
あ
る
。 

本
稿
は
、
結
核
の
発
病
に
よ
り
清
沢
が
死
を
ど
う
捉
え
、
そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
に

「
精
神
」
を
獲
得
し
た
か
を
、
考
察
し
て
い
る
。
ま
ず
清
沢
の
身
辺
状
況
を
見
た
後
、

死
生
観
を
「
外
発
的
」
死
生
観
と
「
内
発
的
」
死
生
観
の
二
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
死
生
観
を
日
記
に
よ
り
解
析
す
る
。
そ
し
て
、
二
つ
の
死
生
観
の
原
型
は
発
病
前

に
著
わ
し
た
『
宗
教
哲
学
骸
骨
』
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
が
、「
外
発
的
」
死
生
観
は

発
病
後
も
原
型
の
ま
ま
で
あ
る
の
に
対
し
、「
内
発
的
」
死
生
観
は
発
病
後
の
反
省
が

加
味
せ
ら
れ
「
精
神
」
を
体
得
す
る
基
盤
を
成
し
て
い
る
こ
と
を
、
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
あ
る
。 

そ
う
い
う
意
味
で
、
清
沢
思
想
が
「
精
神
主
義
」
と
し
て
結
実
し
た
の
は
、『
宗
教

哲
学
骸
骨
』
で
構
築
し
た
概
念
と
現
実
と
し
て
の
「
死
」
と
が
遭
遇
し
、
発
病
後
の

体
験
が
触
媒
の
役
割
を
果
た
し
「
死
」
に
付
着
す
る
煩
悶
憂
苦
が
解
散
し
て
い
く
清

沢
に
お
け
る
「
実
感
」
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
言
え
る
。
本
稿
で
「
精
神
主
義
」
を
清

沢
思
想
の
花
に
例
え
、「
内
発
的
」
死
生
観
が
蕾
で
あ
る
と
す
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ

る
。 
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は
じ
め
に 

清
沢
満
之
は
、
明
治
時
代
の
哲
学
者
で
あ
り
宗
教
思
想
家
で
あ
る
。
文
久
三
（
一
八

六
三
）
年
六
月
に
名
古
屋
市
で
徳
永
家
の
長
男
と
し
て
出
生
、
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）

年
六
月
に
三
河
大
浜
（
現
在
の
愛
知
県
碧
南
市
）
西
方
寺
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
約
四
〇

年
間
の
人
生
で
あ
る
。 

死
を
早
め
た
の
は
禁
欲
的
な
生
活
を
厳
格
に
実
行
し
た
こ
と
に
加
え
、
三
二
才
の

時
、
当
時
は
不
治
の
病
と
さ
れ
て
い
た
肺
結
核
に
罹
患
し
た
か
ら
で
あ
る
。
病
苦
に

耐
え
る
様
子
や
現
実
と
し
て
の
死
に
向
き
合
う
心
境
な
ど
は
、
日
記
に
よ
り
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
は
、
喀
血
の
量
や
色
相
の
記
録
と
共
に
、
死
生
に
つ
い
て
の

観
方
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。 

本
稿
の
目
的
は
、
そ
の
死
生
観
が
清
沢
の
思
想
形
成
過
程
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
発
病
す
る
に
至
る
経
緯
等
を

確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
次
に
、
日
記
に
記
さ
れ
た
死
生
観
を
分
析
し
、
そ
こ

に
二
つ
の
類
型
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
一
つ
は
、
西
洋
哲
学
の
知
識
を
基
本
に
し
た

「
外
発
的
」
死
生
観
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
現
実
体
験
の
反
省
を
基
礎
に
し
た
「
内

発
的
」
死
生
観
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
死
生
観
の
性
質
に
つ
い
て
、『
宗
教
哲
学
骸
骨
』

（
以
下
『
骸
骨
』
と
略
記
）
お
よ
び
『
他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
』（
以
下
『
試
稿
』
と
略
記
）

と
の
関
連
か
ら
検
討
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
死
生
観
が
ど
の
よ
う
に
思
想
的
に
発
展
し
、

清
沢
宗
教
哲
学
の
確
立
に
関
係
し
た
か
を
、
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。 

近
代
仏
教
の
研
究
者
で
あ
る
吉
田
久
一
は
「
明
治
仏
教
と
清
沢
満
之
先
生
」
と
題

す
る
講
演
の
中
で
、
清
沢
の
業
績
に
関
し
て
わ
れ
わ
れ
の
認
知
が
不
十
分
で
あ
る
こ

と
を
遺
憾
と
し
、
こ
の
よ
う
に
提
言
し
て
い
る
。 

「…
…

清
沢
満
之
と
い
う
先
生
は…

…

ま
だ
日
本
の
共
有
財
産
に
は
な
っ
て
い

な
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
。…

…

や
は
り
清
沢
先
生
が
わ
れ
わ
れ
の
生
活
の
い
ち

ば
ん
根
本
の
と
こ
ろ
に
問
題
を
提
起
し
て…

…

全
生
涯
を
か
け
て
、
非
常
な
苦

闘
の
中
で
信
仰
を
形
成
さ
れ
た…

…

こ
う
い
う
こ
と
を
現
在
わ
れ
わ
れ
は
素
直

に
受
け
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は

じ
め
て
、
わ
れ
わ
れ
日
本
の
生
ん
だ
明
治
以
降
の
第
一
級
の
宗
教
家
で
あ
り
ま

す
清
沢
先
生
を
、
国
民
の
共
有
財
産
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
と
、
こ
う
思
う
わ
け
で
す
」（
１
） 

死
生
と
は
何
か
。
そ
し
て
、
不
条
理
な
生
を
生
き
て
い
く
に
は
何
を
支
え
に
す
れ

ば
よ
い
の
か
。
清
沢
の
死
生
観
は
、
死
生
の
本
質
と
人
生
の
根
本
を
わ
れ
わ
れ
に
教

示
す
る
も
の
で
あ
る
。
清
沢
の
死
生
観
と
宗
教
哲
学
と
の
関
係
に
関
す
る
本
稿
に
お

け
る
考
察
は
、
清
沢
の
思
想
を
右
の
引
用
で
吉
田
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
な
「
国
民

の
共
有
財
産
」
と
す
る
一
助
と
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 

一
、
結
核
発
病
と
当
時
の
清
沢
の
身
辺
状
況 

（
一
）
結
核
発
病
ま
で
の
経
緯 

明
治
二
〇
年
七
月
、
東
京
大
学
文
学
部
哲
学
科
を
首
席
で
卒
業
し
た
清
沢
は
、
つ

づ
い
て
大
学
院
に
進
み
宗
教
哲
学
を
専
攻
す
る
。
か
た
わ
ら
第
一
高
等
学
校
と
、
哲

学
館
（
現
在
の
東
洋
大
学
）
と
で
教
授
し
、
学
者
と
し
て
の
途
を
歩
み
始
め
て
い
た
。
学

者
を
目
指
す
進
路
決
定
は
、
自
他
共
に
認
め
る
最
良
の
選
択
で
あ
っ
た
。
そ
こ
へ
、

明
治
二
一
年
七
月
、
宗
門
か
ら
京
都
府
尋
常
中
学
校
長
へ
の
就
任
を
要
請
す
る
通
知

が
届
き
、
思
案
の
末
、
受
諾
し
上
洛
す
る
。 

学
士
に
し
て
校
長
で
あ
る
清
沢
に
は
、
高
額
な
月
俸
が
給
与
さ
れ
た
。
嵐
山
に
あ

る
高
級
邸
宅
に
住
ま
い
、
毎
朝
、
山
高
帽
を
か
ぶ
り
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ト
に
身
を
つ

つ
み
、
ス
テ
ッ
キ
片
手
に
人
力
車
に
乗
り
登
校
し
た
。
櫛
の
通
っ
た
髪
を
真
中
か
ら

分
け
口
ひ
げ
を
蓄
え
、
香
水
の
匂
い
を
強
く
漂
わ
せ
て
い
た
。
ま
た
同
年
八
月
に
大

坊
で
あ
る
三
河
西
方
寺
の
次
女
清
沢
ヤ
ス
と
結
婚
し
、
翌
年
に
は
長
女
み
ち
が
誕
生

し
て
い
る
。 

と
こ
ろ
が
明
治
二
三
年
七
月
、
清
沢
は
突
如
校
長
の
職
を
辞
し
て
一
教
師
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
の
生
活
を
一
変
さ
せ
る
。
禁
欲
的
な
生
活
の
始
ま
り
で
あ
る
。
食
事
は
麦

飯
を
主
食
に
一
食
一
菜
を
基
本
と
し
た
。
実
母
を
亡
く
し
て
か
ら
は
、
塩
を
断
ち
煮

炊
き
を
や
め
蕎
麦
粉
を
水
に
溶
か
し
て
食
し
、
時
に
は
松
脂
を
舐
め
る
こ
と
も
あ
っ
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た
。
衣
服
も
洋
装
は
止
め
、
綿
の
白
衣
、
麻
の
間
衣
に
黒
の
輪
袈
裟
を
つ
け
た
僧
装

に
替
え
た
。
そ
の
動
機
は
、
知
人
に
語
ら
れ
て
い
る
。 

「
其
の
時
氏
予
に
謂
う
て
曰
く
。
真
宗
の
僧
風
は
次
第
に
衰
頽
せ
り
。さ
れ
ば
、

早
晩
中
学
校
長
を
辞
し
、
自
ら
墨
の
衣
、
黒
の
袈
裟
、
綿
服
を
着
、
木
覆
を
穿

ち
、
各
地
を
行
脚
し
、
宗
門
の
真
義
を
発
揮
し
て
、
宗
風
の
拡
張
を
謀
ら
ん
と

欲
す
と
。
余
曰
く
。
両
親
、
日
々
老
境
に
迫
れ
り
、
之
を
養
は
む
が
た
め
猶
ほ

三
四
年
、
其
の
儘
職
に
在
り
て
は
如
何
と
。
氏
曰
く
。
人
生
朝
露
の
如
し
。
今

日
あ
る
を
知
り
て
明
日
あ
る
を
知
ら
ず
。
何
ぞ
三
四
年
を
待
た
ん
。
不
日
余
は

実
行
す
べ
し
と
。
而
し
て
此
の
言
、
終
に
空
し
か
ら
ず
し
て
、
幾
ば
く
も
な
く

実
行
せ
ら
れ
ぬ
」（
法
三
、
六
八
七
～
六
八
八
） 

清
沢
が
上
洛
し
た
当
時
、
真
宗
教
団
は
全
資
金
を
投
入
し
阿
弥
陀
堂
と
御
影
堂
の

再
建
に
取
り
組
ん
で
い
る
真
最
中
で
あ
っ
た
（
２
）
。
両
堂
再
建
に
傾
注
す
る
教
団
の
姿

勢
は
、
教
学
振
興
を
重
視
す
る
清
沢
の
目
に
「
真
宗
の
僧
風
は
次
第
に
衰
頽
」
す
る

も
の
と
し
て
映
っ
た
。
そ
こ
で
「
宗
門
の
真
義
を
発
揮
し
て
、
宗
風
の
拡
張
を
謀
（
る
）
」

た
め
一
人
ひ
と
り
の
僧
の
奮
起
を
促
す
べ
く
、
自
ら
も
僧
と
し
て
そ
の
先
頭
に
立
つ

こ
と
を
決
意
し
た
の
で
あ
る
（
３
）
。 

清
沢
は
、
そ
う
し
た
宗
教
者
と
し
て
の
生
き
方
を
「
外
俗
内
僧
（
非
僧
非
俗
）
」（
岩

八
、
一
三
七
）
と
表
現
す
る
。「
外
俗
内
僧
」
の
意
味
は
、
社
会
的
に
は
一
介
の
教
師
と

し
て
身
を
通
す
が
、
個
人
的
に
は
僧
心
に
基
づ
き
行
動
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、（
非
僧
非
俗
）
は
公
認
さ
れ
た
僧
で
な
く
と
も
俗
の
ま
ま
僧
と
し
て
生
き
て
い

く
と
い
う
意
味
で
あ
り
、「
外
俗
内
僧
」
と
「
非
僧
非
俗
」
と
は
ま
っ
た
く
同
義
と
な

る
。
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
「
非
僧
非
俗
」
は
、
親
鸞
が
僧
籍
を
剥
奪
さ
れ
こ
れ
か

ら
の
生
き
る
姿
勢
を
自
ら
称
し
た
言
葉
で
あ
る
。
清
沢
の
「
さ
れ
ば
、
早
晩
中
学
校

長
を
辞
し
、…
…

各
地
を
行
脚
し
、
宗
門
の
真
義
を
発
揮
し
て
、
宗
風
の
拡
張
を
謀

ら
ん
」
と
い
う
行
動
予
告
は
、「
承
元
の
法
難
」
後
に
お
け
る
親
鸞
の
軌
跡
を
想
起
さ

せ
ず
に
は
お
か
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
「
外
俗
内
僧
（
非
僧
非
俗
）
」
な
る
表
現

は
、
宗
教
者
と
し
て
生
き
て
い
く
清
沢
の
堅
い
決
意
を
示
す
例
証
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。 

 

（
二
）
当
時
の
身
辺
状
況 

こ
う
し
て
、
一
教
師
と
し
て
職
務
に
精
励
す
る
一
方
、
仏
教
青
年
会
な
ど
の
開
催

す
る
講
演
に
講
師
と
し
て
招
か
れ
て
は
、
宗
風
拡
張
の
た
め
各
地
を
訪
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
宗
教
哲
学
に
関
す
る
論
稿
を
整
理
し
、
体
系
的
な
論
文
に
ま
と

め
上
げ
る
作
業
も
始
め
て
い
る
。
真
宗
大
学
寮
（
現
在
の
大
谷
大
学
）
で
担
当
し
た
宗
教

哲
学
の
講
義
ノ
ー
ト
な
ど
も
整
理
し
、
明
治
二
五
年
八
月
に
『
骸
骨
』
を
出
版
し
て

い
る
。
本
書
は
翌
年
に
英
訳
さ
れ
、
そ
の
年
に
開
催
さ
れ
た
シ
カ
ゴ
万
国
宗
教
大
会

で
紹
介
さ
れ
好
評
を
博
し
て
い
る
。 

結
核
の
診
断
が
下
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
翌
年
、
明
治
二
七
年
四
月
で
あ
る
。「
左
肺

上
葉
結
核
性
数
ヶ
月
の
治
療
を
要
す
云
々
」（
法
三
、
七
五
三
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

後
日
、
所
見
は
「
左
肺
患
に
あ
ら
ず
、
右
方
症
に
し
て
、
左
側
に
は
肺
腺
（
？
）
少

し
く
沈
下
し
、
且
つ
第
六
肋
骨
下
（
？
）
に
も
少
し
く
異
常
あ
り
」（
岩
八
、
七
一
）
と
、

訂
正
さ
れ
て
い
る
。
友
人
た
ち
の
強
い
勧
め
に
よ
り
、
明
治
二
七
年
六
月
か
ら
翌
年

の
七
月
ま
で
播
州
垂
水
（
現
在
の
神
戸
市
）
で
療
養
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

間
の
状
況
は
、「
保
養
雑
記 

第
壱
編
」
、「
保
養
雑
記 

第
二
編
」〔
療
養
雑
記 

第
一
〕
、

〔
療
養
雑
記 

第
二
〕
な
ど
の
日
記
に
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
『
骸
骨
』

の
続
編
に
当
た
る
『
試
稿
』
を
執
筆
し
た
の
も
、
こ
の
時
で
あ
る
。 

明
治
二
八
年
七
月
に
帰
洛
す
る
と
、
清
沢
は
宗
門
の
改
革
を
提
唱
す
る
。
同
志
を

募
り
そ
の
先
頭
に
立
ち
改
革
運
動
を
始
め
る
が
、
や
が
て
様
々
な
経
緯
の
う
ち
に
失

敗
に
終
わ
り
、
宗
門
か
ら
除
名
さ
れ
讃
衆
・
教
導
の
職
も
解
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
た
め
精
神
的
な
疲
労
と
共
に
経
済
的
に
も
苦
境
に
陥
り
、
明
治
三
一
年
五
月
、

家
族
と
一
緒
に
妻
ヤ
ス
の
実
家
で
あ
る
三
河
西
方
寺
に
帰
投
す
る
。
そ
こ
に
は
、
実

父
の
扶
養
問
題
や
入
寺
か
ら
生
じ
る
様
々
な
軋
轢
な
ど
、
眼
前
の
事
象
に
接
遇
し
苦

悶
す
る
日
々
が
待
っ
て
い
た
。 

実
父
の
扶
養
問
題
は
改
革
運
動
に
参
加
し
た
同
志
た
ち
と
も
共
有
さ
れ
解
決
策
が
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協
議
さ
れ
た
が
、
結
局
は
西
方
寺
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
で
解
決
を
見
る
。
こ
の
こ

と
は
清
沢
に
と
っ
て
負
い
目
と
し
て
残
り
、
寺
に
お
け
る
立
場
を
弱
い
も
の
に
し
た
。

寺
で
は
か
つ
て
発
病
の
報
に
接
し
た
当
初
に
は
、
門
徒
が
清
沢
の
追
放
を
会
議
し
て

い
た
。
そ
れ
も
あ
っ
て
か
、
見
栄
え
の
し
な
い
清
沢
が
法
務
の
た
め
門
徒
宅
を
訪
れ

て
も
入
室
を
拒
否
さ
れ
、
寺
で
法
話
を
す
れ
ば
難
し
い
た
め
か
聴
衆
が
帰
宅
し
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
間
に
も
、
挫
折
し
た
改
革
運
動
に
対
す
る
様
々
な
評
価

を
仄
聞
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
臘
扇
記 

第
一
号
」
、
「
臘
扇
記 

第
二
号
」（
４
）

は

西
方
寺
に
帰
投
し
た
年
の
八
月
か
ら
記
し
た
日
記
で
あ
る
が
、
題
名
の
右
脇
に
付
記

し
た
「
黙
忍
堂
」
な
る
副
題
は
当
時
の
心
境
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

二
、
「
外
発
的
」
死
生
観 

（
一
）
「
死
生
相
代
」
と
「
霊
魂
不
滅
」 

播
州
垂
水
に
お
け
る
療
養
生
活
中
に
記
し
た
日
記
で
、
清
沢
が
し
ば
し
ば
強
調
す

る
の
は
「
死
生
相
代
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。 

「
生
は
有
為
転
変
な
り
、
死
は
無
為
不
変
な
り
。
而
し
て
生
死
相
代
は
万
化
の

実
相
な
り
」（
「
保
養
雑
記 

第
壱
編
」
、
岩
八
、
一
一
三
） 

「
生
死
は
相
代
の
法
な
り
」（
同
、
同
、
一
一
四
） 

「
大
人
の
心
は
死
生
を
一
に
す
と
、
如
何
な
る
意
な
り
や
。/

曰
く
死
生
相
代
の

理
に
達
せ
ず
し
て
偏
に
生
を
愛
し
死
を
憎
む
。
是
れ
常
人
の
通
迷
な
り
。
然
る

に
死
生
も
と
相
代
の
法
な
る
故
に
、
愛
し
て
も
生
に
尽
く
る
時
あ
り
、
憎
み
て

も
死
に
来
る
期
あ
り
。
只
だ
夫
れ
大
人
は
二
者
相
代
の
理
に
達
す
。
故
に
生
と

聞
く
も
強
ち
に
着
せ
ず
、
死
と
報
ず
る
も
避
け
ず
。
死
生
に
対
し
其
の
情
を
均

し
く
す
」（
同
、
同
、
一
一
五
） 

「
宗
教
は
死
生
の
問
題
に
就
い
て
安
心
せ
し
む
る
も
の
也
。
若
し
そ
れ
死
生
を

差
別
し
て
相
離
れ
て
た
る
も
の
と
す
る
間
は
、
安
心
に
至
ら
ざ
る
也
。
何
と
な

れ
ば
、
死
生
の
相
別
離
せ
る
間
は
二
者
輾
転
し
て
止
ま
る
こ
と
な
し
。
是
に
於

い
て
か
不
安
心
あ
り
。
若
し
夫
れ
死
生
を
一
に
せ
ば
二
者
の
相
代
あ
る
も
、
不

変
不
動
常
住
唯
一
な
り
。
是
に
於
い
て
か
安
心
あ
り
」（
同
、
同
、
一
一
八
） 

「
死
生
相
代
」
は
死
と
生
と
が
こ
も
ご
も
代
わ
り
出
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
両
者
が

「
交
代
」
に
「
相
」
す
る
こ
と
で
あ
る
。
清
沢
も
「
今
夕
金
烏
西
淵
に
没
す
る
や
、

玉
兎
直
ち
に
東
山
よ
り
出
で
、
恰
も
交
代
を
約
し
た
る
も
の
ゝ
如
し
」（
岩
八
、
一
二
五
）

と
、「
死
」
を
日
没
後
の
月
出
に
例
え
て
い
る
。
当
然
、
明
朝
に
は
月
は
没
し
太
陽
が

出
る
と
い
う
「
相
代
」
が
あ
っ
て
「
生
」
が
出
現
す
る
。
い
っ
た
ん
生
の
消
滅
に
よ

り
死
が
到
来
し
て
も
死
は
没
し
、
再
び
生
が
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
う
で

は
あ
っ
て
も
、
生
と
死
と
が
別
々
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
生
と
死
と
は
、
一
つ
の
も

の
に
於
い
て
現
わ
れ
る
両
側
面
な
の
で
あ
る
。 

「
生
中
の
事
は
只
だ
死
生
の
一
偏
に
過
ぎ
ず
。
一
偏
の
力
を
以
て
全
体
を
左
右

せ
ん
と
す
。
豈
に
得
べ
け
ん
や
。
之
を
得
べ
し
と
云
ふ
は
即
ち
自
家
撞
着
な
り
、

自
棄
自
殺
な
り
」（
「
保
養
雑
記 

第
壱
編
」
、
岩
八
、
一
一
二
） 

生
と
死
と
は
各
側
面
の
「
相
代
」
と
し
て
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ

は
「
相
代
」
自
体
に
は
注
目
せ
ず
に
、
一
つ
の
側
面
だ
け
に
気
を
取
ら
れ
「
相
代
」

に
無
関
心
な
ま
ま
、
生
を
愛
し
死
を
憎
ん
で
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
生
死

は
別
個
に
あ
る
と
す
べ
き
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
生
と
死
と
は
「
相
代
」
を
含

み
つ
つ
あ
る
全
体
が
そ
れ
ぞ
れ
現
わ
す
部
分
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
全
体

を
把
捉
し
よ
う
と
す
る
と
き
一
部
分
だ
け
を
取
り
上
げ
て
考
究
す
る
の
は
全
く
意
味

を
な
さ
な
い
、
と
い
う
の
が
こ
こ
で
の
論
旨
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
生
と
死
と
が

全
体
と
し
て
あ
る
と
は
い
か
な
る
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
そ
れ
が
「
不
変
不

動
常
住
唯
一
」
で
あ
る
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
疑
問
点

に
関
す
る
清
沢
の
回
答
は
、
西
方
寺
で
起
稿
し
た
「
臘
扇
記 

第
二
号
」
に
お
け
る
明

治
三
一
年
一
一
月
一
九
日
付
の
日
記
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。 

「
吾
人
は
死
せ
さ
る
可
か
ら
す
、
吾
人
は
死
す
る
も
尚
ほ
吾
人
は
滅
せ
ず
、
生

の
み
が
吾
人
に
あ
ら
す
、
死
も
亦
吾
人
な
り
、
吾
人
は
生
死
を
並
有
す
る
も
の

な
り
、
（
正
反
対
の
も
の
を
並
有
す
る
は
大
矛
盾
な
り
）、
吾
人
は
生
死
に
左
右

せ
ら
る
へ
き
も
の
に
あ
ら
さ
る
な
り
、
吾
人
は
生
死
以
外
に
霊
存
す
る
も
の
な
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り
、
（
是
れ
死
生
を
外
に
す
る
云
々
の
根
基
也
）
、
然
れ
ど
も
、
生
死
は
吾
人
の

自
由
に
指
定
し
得
る
も
の
に
あ
ら
さ
る
な
り
、
生
死
は
全
く
不
可
思
議
な
る
他

力
の
妙
用
に
よ
る
も
の
な
り
、（
而
し
て
生
死
は
只
吾
人
以
外
の
身
体
に
関
す
る

も
の
な
り
）
、
然
ら
ば
吾
人
は
生
死
に
対
し
て
喜
悲
す
べ
か
ら
ず
」（
「
大
」
、
七
三

～
七
四
） 

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
わ
れ
わ
れ
が
「
生
死
を
並
有
」
し
つ
つ
も
「
生
死
以
外

に
霊
存
」
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
生
死
と
は
「
只
吾
人
以
外
の
身
体
に
関
す
る
も
の
」

だ
か
ら
で
あ
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
生
と
死
と
の
違
い
は
、
単
に
身
体
が
有
る
か

無
い
か
の
差
に
過
ぎ
な
い
。
霊
と
身
体
と
が
共
に
有
る
状
態
が
生
で
あ
り
、
霊
は
有

る
が
身
体
の
無
い
状
態
が
死
で
あ
る
。
霊
は
生
に
お
い
て
も
、
死
に
お
い
て
も
存
在

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
霊
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
は
「
生
死
以
外
に
霊
存
」
し
、
そ
の

霊
に
於
い
て
身
体
の
有
無
が
交
互
に
繰
り
返
さ
れ
る
た
め
、
わ
れ
わ
れ
は
「
生
死
を

並
有
」
す
る
の
で
あ
る
。
清
沢
は
こ
の
よ
う
な
理
解
に
立
っ
て
、
生
死
と
無
関
係
に

存
続
す
る
霊
は
「
不
変
不
動
常
住
唯
一
」
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
霊
に
於
い
て
交
代

に
発
現
す
る
生
死
は
、
霊
と
一
体
的
に
あ
る
も
の
の
各
側
面
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
と

捉
え
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
霊
は
死
に
支
配
さ
れ
ず
に
存
続
す
る
、
と
清
沢
は
考
え
た
。
西
洋

哲
学
史
上
、
近
世
ま
で
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
「
霊
魂
不
滅
」
を
認
定
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、『
骸
骨
』・『
試
稿
』
に
登
場
す
る
「
霊
魂
論
」
で
の
議
論
の

内
に
、
清
沢
が
西
洋
哲
学
か
ら
受
け
た
影
響
を
見
る
こ
と
に
す
る
。 

 

（
二
）
「
霊
魂
不
滅
」
と
『
骸
骨
』
・
『
試
稿
』 

京
都
の
中
学
校
で
清
沢
の
教
え
を
受
け
た
吉
田
賢
龍
（
５
）

は
、
清
沢
が
校
長
の
職

を
辞
し
洋
装
か
ら
僧
装
に
変
貌
を
と
げ
た
姿
を
目
撃
し
た
一
人
で
あ
る
。
あ
る
と
き

清
沢
は
訪
れ
た
吉
田
に
、
ク
セ
ノ
ポ
ン
の
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
言
行
録
』
と
『
ク
リ
ト
ー

と
フ
ア
ィ
ド
ー
』（
６
）

を
手
渡
し
、「
よ
く
読
ん
で
み
よ
」
と
下
命
し
て
い
る
。
ま
た
、

吉
田
が
高
校
に
入
学
し
た
際
に
は
「
今
度
は
一
つ
之
を
読
め
」
と
言
い
、「
エ
ピ
ク
テ

タ
ス
と
云
ふ
人
の
談
話
を
書
い
て
あ
る
本
」（
以
下
、
『
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
』
と
略
記
）
を
与

え
て
い
る
（
７
）
。
こ
れ
ら
の
哲
学
書
の
う
ち
、
清
沢
は
特
に
『
パ
イ
ド
ン
』
を
重
視
し

て
お
り
、
『
宗
教
哲
学
骸
骨
講
義
』（
８
）

で
は
「
ソ
氏
（
９
）

の
霊
魂
不
滅
論
は
、
プ
ラ

ト
ー
の
問
答
篇
『
フ
ェ
ー
ド
ー
』
に
出
た
り
。
今
其
の
要
を
摘
述
せ
む
」（
岩
一
、
八

五
）
と
し
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
弟
子
た
ち
が
問
答
し
た
論
点
を
す
べ
て
網
羅
し
紹
介

し
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
死
と
生
と
の
関
係
、
お
よ
び
霊
魂
に
つ
い

て
説
く
箇
所
を
引
い
て
み
よ
う
。 

「…
…

生
は
生
の
み
に
し
て
死
な
く
、
一
つ
の
も
の
よ
り
反
対
を
生
じ
て
、
再

び
も
と
に
帰
る
こ
と
な
け
れ
ば
、
総
て
の
生
物
は
、
何
物
を
も
生
ず
る
と
い
ふ

こ
と
な
く
な
る
に
相
違
な
し
。…

…

生
が
死
し
て
生
き
帰
る
こ
と
な
け
れ
ば
、

人
が
生
ず
る
と
い
う
こ
と
も
亦
な
く
な
る
べ
し
」（
岩
一
、
八
七
） 

生
が
生
だ
け
で
あ
っ
て
は
死
は
な
い
。
死
が
死
だ
け
で
あ
っ
て
も
生
は
な
い
。
だ

か
ら
生
は
生
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
な
く
、
死
も
死
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
は
な
い
。
こ

れ
は
、
生
が
死
に
変
化
し
て
も
再
び
生
は
出
現
す
る
と
い
う
「
死
生
相
代
」
の
説
明

で
あ
る
。 

「
ソ
、
吾
人
に
は
身
体
と
霊
魂
と
あ
り
。
身
体
は
有
形
に
し
て
見
ゆ
る
も
の
、

霊
魂
は
無
形
に
し
て
見
え
ざ
る
も
の
な
り
。…

…

霊
魂
若
し
身
体
に
関
せ
ず
し

て
純
粋
に
不
変
不
動
な
る
と
き
は
誤
る
こ
と
な
し
。
此
の
状
態
は
吾
人
の
知
識

也
。…

…
/

ソ
、
さ
れ
ば
、
霊
魂
は
真
正
の
不
変
、
単
一
、
不
可
分
解
の
も
の
也
。

身
体
は
そ
の
反
対
に
し
て
、
穢
れ
た
る
複
雑
な
る
も
の
也
。
然
れ
ば
身
体
は
解

散
す
る
も
霊
魂
は
解
散
せ
ざ
る
也
」（
岩
一
、
九
一
） 

こ
れ
は
、
身
体
は
解
散
す
る
が
霊
魂
は
存
置
す
る
と
い
う
「
霊
魂
不
滅
」
の
説
明

で
あ
る
。
ま
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、「
霊
魂
若
し
身
体
に
関
せ
ず
し
て
純
粋
に
不
変
不
動

な
る
と
き
」
と
い
う
条
件
を
付
し
な
が
ら
も
、
「
此
の
状
態
は
吾
人
の
知
識
也
」
と
、

霊
魂
と
は
わ
れ
わ
れ
の
知
識
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
清
沢
は
『
パ
イ

ド
ン
』
の
紹
介
を
終
了
す
る
に
あ
た
り
、
次
の
様
に
自
己
の
見
解
を
表
明
し
て
い
る
。 

「
終
に
予
が
霊
魂
論
を
述
べ
ん
。『
骸
骨
』
に
論
ぜ
し
が
如
く
、
霊
魂
を
以
て
自
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覚
の
一
体
な
り
と
せ
ば
、
不
滅
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
」（
岩
一
、
九
三
） 

「
複
雑
な
る
も
の
は
散
ず
る
も
、
単
純
な
る
も
の
は
変
化
す
る
こ
と
な
し
。
然

れ
ば
、…

…

単
一
の
も
の
は
変
化
せ
ず
と
考
ふ
る
と
き
は
霊
魂
不
滅
也
。…

…

然
る
に
今
、
霊
魂
を
自
覚
の
一
体
と
論
決
す
る
已
上
は
霊
魂
不
滅
と
考
へ
ざ
る

べ
か
ら
ず
」（
同
、
九
四
） 

こ
こ
で
清
沢
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
「
霊
魂
若
し
身
体
に
関
せ
ず
し
て
純
粋
に
不
変

不
動
な
る
と
き
は
誤
る
こ
と
な
し
。
此
の
状
態
は
吾
人
の
知
識
也
」
と
し
た
「
知
識
」

を
自
覚
と
し
て
捉
え
、『
骸
骨
』
で
「
霊
魂
を
以
て
自
覚
に
一
体
な
り
」
と
論
じ
た
と

述
べ
て
い
る
。
霊
魂
と
は
わ
れ
わ
れ
の
自
覚
で
あ
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
わ
れ
わ

れ
は
様
々
な
も
の
を
知
覚
す
る
。
そ
し
て
、
身
体
を
形
づ
く
る
物
質
が
新
陳
代
謝
し

て
た
と
え
全
部
が
新
た
な
物
質
に
入
れ
替
わ
っ
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
か
つ
て
知
覚
し

た
内
容
を
回
想
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
知
覚
は
連
続
し
て
存
在
し
、
そ
の

連
続
の
内
に
は
自
覚
の
統
一
と
い
う
通
貫
す
る
実
体
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
自

覚
の
統
一
こ
そ
が
霊
魂
で
あ
る
。
こ
う
し
た
『
骸
骨
』
で
の
議
論
に
よ
れ
ば
、
変
化

な
く
単
一
で
あ
り
続
け
る
自
覚
の
統
一
で
あ
る
霊
魂
は
、
不
滅
で
あ
る
と
結
論
さ
れ

る
。 こ

の
よ
う
に
、
清
沢
は
『
パ
イ
ド
ン
』
で
説
か
れ
る
「
生
死
相
代
」
と
「
霊
魂
不

滅
」
と
を
基
に
、『
骸
骨
』
で
自
己
の
霊
魂
論
を
展
開
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
療

養
中
の
日
記
に
記
し
た
「
生
死
相
代
」
と
「
霊
魂
不
滅
」
と
を
主
幹
と
す
る
死
生
観

は
、
発
病
を
契
機
と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
清
沢
は
「
中
世

は
霊
魂
不
滅
を
信
ず
る…

…

近
世
に
至
り
て
も…

…

哲
学
者
は
種
々
に
論
ぜ
り
。
デ

カ
ー
ト
氏
、
ス
ペ
ン
サ
ー
氏
、
カ
ン
ト
氏
、
ヒ
ュ
ー
ム
氏
、
ス
ピ
ノ
ザ
氏
、…

…

カ

ン
ト
氏
の
霊
魂
論
は
特
に
有
名
也
。…

…

ヘ
ー
ゲ
ル
氏
は
高
大
な
る
霊
魂
不
滅
論
を

立
て
た
り
」（
岩
一
、
九
三
）
と
し
て
お
り
、
西
洋
哲
学
の
知
識
を
基
本
に
し
た
死
生
観

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
療
養
中
に
示
し
た
死
生
観
は
「
外
発

的
」
死
生
観
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

ち
な
み
に
、『
骸
骨
』
の
眼
目
は
わ
れ
わ
れ
が
仏
〔
覚
者
〕
に
成
る
こ
と
を
、
合
理

的
に
説
明
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
、
一
概
に
「
わ
れ
わ
れ
」
と
は
言
っ
て

も
、
わ
れ
わ
れ
の
何
が
仏
〔
覚
者
〕
に
成
る
の
か
を
特
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
い
つ

か
は
必
ず
解
散
す
る
身
体
を
以
て
、
仏
〔
覚
者
〕
に
成
る
主
体
と
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
そ
の
た
め
霊
魂
な
る
も
の
に
論
及
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
霊
魂
の
合
理
的
な
説
明

に
資
す
る
も
の
と
し
て
、
自
覚
の
統
一
を
相
当
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
療
養
中
に
著
わ

し
た
『
試
稿
』
で
も
わ
れ
わ
れ
が
仏
〔
覚
者
〕
に
成
る
こ
と
を
説
明
し
て
お
り
、
同

様
に
自
覚
の
統
一
を
説
い
て
い
る
。 

た
だ
し
、
自
覚
の
統
一
に
つ
い
て
、『
骸
骨
』
で
は
知
覚
を
回
想
で
き
る
こ
と
か
ら

論
じ
て
い
た
が
、『
試
稿
』
で
は
命
の
継
承
と
共
に
相
続
さ
れ
る
も
の
と
し
て
捉
え
直

し
て
い
る
。
自
覚
の
統
一
を
、
一
生
涯
に
限
定
し
た
継
続
で
は
な
く
、
命
の
継
承
に

伴
い
相
続
さ
れ
る
果
て
し
な
い
継
続
と
し
て
認
定
し
た
結
果
、
霊
魂
は
「
不
変
不
動

常
住
唯
一
」
な
る
無
限
性
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
有
限

と
無
限
と
の
関
係
を
論
ず
る
「
有
限
無
限
論
」
の
場
面
で
は
、
こ
う
し
た
自
覚
の
統

一
を
以
て
両
者
が
同
体
と
し
て
あ
る
と
論
定
す
る
根
拠
に
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、

無
限
性
が
有
限
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
の
内
を
通
貫
し
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
は
有
限
と
無

限
と
が
同
体
と
な
っ
て
あ
る
も
の
だ
か
ら
、
無
限
た
る
仏
〔
覚
者
〕
に
成
り
得
る
条

件
を
満
た
し
て
い
る
と
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
発
病
後
に
執
筆
し
た

『
試
稿
』
に
お
い
て
自
覚
の
統
一
を
以
て
す
る
霊
魂
の
認
定
に
深
化
が
見
ら
れ
る
の

は
、
現
実
と
し
て
の
死
に
向
き
合
い
な
が
ら
、「
生
死
相
代
」
、「
霊
魂
不
滅
」
を
吟
味

し
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。 

し
か
し
、
プ
ラ
ト
ン
を
は
じ
め
西
洋
哲
学
の
知
識
を
基
に
し
た
「
外
発
的
」
死
生

観
は
、
わ
れ
わ
れ
が
仏
〔
覚
者
〕
に
成
る
こ
と
を
論
理
的
に
説
明
す
る
の
に
有
効
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
清
沢
は
や
が
て
こ
の
死
生
観
を
自
ら
封
印
す
る
こ
と
に

な
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
と
は
ま
た
別
の
死
生
観
が
形
成
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
は
改
革
運
動
の
挫
折
後
に
帰
投
し
た
西
方
寺
で
の
様
々
な
体
験
を
通
し
て

創
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
い
う
意
味
で
「
内
発
的
」
死
生
観
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
も

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
内
発
的
」
死
生
観
は
、
眼
前
の
事
象
に
適
切
に
応
じ
最
適
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な
思
想
と
行
動
と
を
採
る
に
は
、
死
生
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
事
態
へ
の
対
処
を
す
べ
て

他
力
に
委
託
す
る
と
い
う
覚
悟
と
、
他
力
は
「
わ
れ
の
為
の
力
で
あ
る
」
と
い
う
信

頼
が
あ
っ
て
初
め
て
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な

ら
、
常
に
他
力
は
、「…

…

我
よ
り
し
て
之
を
見
れ
ば
彼
の
万
物
は
皆
我
が
為
め
に
存

在
す
る
も
の…

…
」（
『
万
物
一
体
』
、
岩
六
、
一
一
）
で
あ
る
状
況
を
、
現
在
に
お
い
て
具

体
的
に
用
意
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
多
く
の
場
合
、
現
在
の
状
況
に
満
足
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
そ
の
た
め
、
わ
れ
わ
れ
は
過
去
に
想
い
を
致
し
て
は
当
時
の
状
況
に
つ
い
て

議
論
し
、
得
ら
れ
た
結
論
が
悪
し
き
現
状
を
も
た
ら
し
た
原
因
で
あ
る
と
見
立
て
、

そ
の
原
因
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
。
ま
た
未
来
に
想
い
を
馳
せ
て
は
希
望
の
達
成
と

絶
望
の
消
滅
と
を
願
う
あ
ま
り
、
現
状
に
は
そ
れ
ら
を
実
現
さ
せ
る
原
因
が
見
当
た

ら
な
い
と
評
論
し
、
そ
う
し
た
原
因
を
設
定
し
よ
う
と
試
み
る
。
こ
う
し
て
、
わ
れ

わ
れ
は
現
在
の
状
況
に
作
為
を
加
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
現
状
へ
の

介
入
は
不
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
他
力
が
具
体
的
に
用
意
し
た
現
在
の
状
況
は
「
我

が
為
め
に
存
在
す
る
」
も
の
と
し
て
、
過
去
に
も
あ
っ
た
し
未
来
に
も
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
過
去
も
未
来
も
共
に
「
現
在
」
の
時
間
的
表
現
形
態
に
過
ぎ
な
い
。
わ
れ
わ

れ
は
過
去
や
未
来
を
想
う
こ
と
な
く
、
ひ
た
す
ら
現
在
の
状
況
に
満
足
し
て
生
き
れ

ば
よ
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現
在
を
中
心
に
し
た
死
生
観
の
創
出
が
、「
死
生
相
代
」

と
「
霊
魂
不
滅
」
と
を
主
幹
と
し
現
在
よ
り
も
寧
ろ
未
来
を
重
大
視
す
る
「
外
発
的
」

死
生
観
を
封
印
す
る
の
で
あ
る
。 

「
吾
人
は
過
去
を
回
想
し
未
来
を
追
想
す
る
こ
と
を
要
せ
ず
、
現
前
の
一
念
を

浄
く
す
る
を
要
す
。/

（
此
点
よ
り
す
れ
ば
地
獄
極
楽
の
有
無
、
霊
魂
の
滅
否
は

無
用
の
論
題
也)

」（
「
明
治
三
三
年
当
用
日
記
抄
」
、
岩
八
、
四
三
六
） 

現
在
を
大
事
に
し
て
生
き
る
こ
と
を
心
掛
け
さ
え
す
れ
ば
、
地
獄
極
楽
が
あ
る
と

か
な
い
と
か
、
霊
魂
は
不
滅
か
否
か
と
い
う
よ
う
な
議
論
な
ど
、
何
も
必
要
な
い
と

言
う
の
で
あ
る
。
清
沢
の
白
鳥
の
歌
と
な
っ
た
『
我
は
此
の
如
く
如
来
を
信
ず
（
我
信

念
）
』
で
も
、「
生
死
相
代
」
、「
霊
魂
不
滅
」
に
つ
い
て
の
見
解
を
表
明
す
る
こ
と
は
留

保
し
て
い
る
。 

「…
…

信
念
の
幸
福
は
、
私
の
現
世
に
於
け
る
最
大
幸
福
で
あ
る
、
此
は
私
が

毎
日
毎
夜
に
実
験
し
つ
ゝ
あ
る
所
の
幸
福
で
あ
る
、
来
世
の
幸
福
の
こ
と
は
、

私
は
マ
ダ
実
験
し
な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
此
処
に
陳
る
こ
と
は
出
来
ぬ
」（
岩

六
、
三
三
三
） 

明
治
三
六
年
五
月
三
〇
日
、
こ
の
よ
う
に
記
し
て
、
六
月
六
日
に
亡
く
な
っ
て
い

る
。 

 

三
、
「
内
発
的
」
死
生
観 

（
一
）
「
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
氏
」
と
の
再
会 

新
た
な
る
死
生
観
の
創
出
は
、「
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
氏
」（
以
下
「
エ
氏
」
と
略
記
）
と
の

再
会
か
ら
始
ま
る
。
西
方
寺
に
帰
投
し
た
の
ち
、
東
京
・
浅
草
に
滞
在
中
の
新
法
主

に
面
会
す
る
た
め
上
京
し
た
清
沢
は
、
投
宿
し
た
沢
柳
（

10
）

宅
で
『
エ
ピ
ク
テ
タ
ス

の
教
訓
』（
11
）
（
以
下
、『
教
訓
』
と
略
記
）
に
目
が
留
ま
る
。
さ
っ
そ
く
借
り
受
け
精
読

す
る
と
胸
中
は
た
ち
ま
ち
感
得
で
満
た
さ
れ
、
常
住
し
て
い
た
苦
悶
は
退
散
す
る
の

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
か
『
教
訓
』
の
扉
に
「
西
洋
第
一
の
書
」
と
記
し
、
勤
行
の

際
に
は
『
御
文
』
に
替
え
て
『
教
訓
』
を
読
誦
す
る
ほ
ど
あ
っ
た
。
清
沢
は
こ
の
間

の
経
緯
を
、「
卅
一
年
秋
冬
の
交
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
氏
教
訓
書
を
披
展
す
る
に
及
び
て
、

頗
る
得
る
所
あ
る
を
覚
え
卅
二
年
、
東
上
の
勧
誘
に
応
じ
て
已
来
は
、
更
に
断
へ
ざ

る
機
会
に
接
し
て
、
修
養
の
道
途
に
進
就
す
る
を
得
た
る
を
感
ず
。/

卅
一
年
九
月
東

上
、
沢
柳
氏
に
寄
宿
し
、
同
氏
蔵
書
中
よ
り
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
氏
訓
書
を
借
来
す
」

（
岩
八
、
四
四
一
～
四
四
二
）
と
、
回
想
し
て
い
る
。 

吉
田
の
証
言
に
あ
る
よ
う
に
、
清
沢
は
発
病
前
か
ら
『
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
』
を
所
持

し
読
了
し
て
い
る
。
現
に
明
治
二
二
年
か
ら
真
宗
大
学
寮
で
教
授
し
た
『
西
洋
哲
学

史
講
義
』
に
は
「
Ⅰ 

古
代
哲
学 

第
五
期 

撰
択
学
派 

４
ヱ
ピ
ク
テ
ー
ト
氏
」（
岩
五
、

一
〇
四
）
と
あ
る
。
し
か
し
、
「
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
氏
は
、
小
生
が
十
数
年
来
追
慕
し
て

居
た
哲
人
で
あ
り
ま
す
が
、
特
に
肺
病
に
か
ゝ
り
て
後
専
ら
精
神
の
修
養
を
思
ふ
こ
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と
盛
な
る
に
従
ふ
て
、
弥
追
慕
の
念
が
切
に
な
り
ま
し
た
」（
『
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
氏
』
、
岩

六
、
三
一
三
）
と
、
発
病
後
の
愛
読
ぶ
り
を
語
っ
て
い
る
。
高
弟
の
一
人
で
あ
っ
た
多

田
鼎
は
、
清
沢
が
『
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
』
に
よ
り
闇
か
ら
救
わ
れ
る
様
子
を
述
壊
し
て

い
る
。 「

一
日
、
予
、
胸
裏
の
煩
擾
に
悩
む
を
訴
へ
し
時
、
先
生
宣
は
く
。
子
は
平
生

に
お
い
て
、
か
ゝ
る
際
に
於
け
る
精
神
上
の
鎮
痛
法
を
用
意
す
る
を
要
す
。
予

の
鎮
痛
法
は
、
多
く
『
エ
ピ
ク
テ
ー
タ
ス
』
な
り
。
煩
擾
胸
に
起
ら
む
か
、
直

ち
に
此
の
書
を
採
つ
て
之
を
読
む
。
彼
の
煩
擾
直
ち
に
去
つ
て
痕
な
し
と
」（
法

八
、
二
八
二
） 

清
沢
は
、
こ
う
し
て
座
右
に
置
い
た
『
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
』
を
ど
の
よ
う
に
了
解
し

て
い
た
の
か
。「
臘
扇
記 

第
一
号
」
、
明
治
三
一
年
一
〇
月
一
二
日
付
の
日
記
に
、「
エ

氏
」
思
想
の
大
要
を
十
項
目
に
ま
と
め
記
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
総
論
部
分
と
煩

悶
生
起
に
関
す
る
部
分
を
、や
や
長
く
な
る
が
引
用
し
た
い
。
特
に
冒
頭
の
総
論
は
、

同
時
期
に
著
し
た
『
有
限
無
限
録
』
の
中
の
一
文
（

12
）

や
友
人
に
宛
て
た
書
面
（

13
） 

で
も
再
三
強
調
し
て
お
り
、
清
沢
は
冒
頭
部
分
を
「
エ
氏
」
思
想
の
要
諦
と
し
て
捉

え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

「
〇
如
意
な
る
も
の
と
不
如
意
な
る
も
の
あ
り
。
如
意
な
る
も
の
は
、
意
見
、

動
作
、
及
欣
厭
な
り
。
不
如
意
な
る
も
の
は
、
身
体
、
財
産
、
名
誉
、
及
官
爵

な
り
。
己
の
所
作
に
属
す
る
も
の
と
、
否
ら
さ
る
も
の
と
な
り
。
如
意
な
る
も

の
に
対
し
て
は
吾
人
は
自
由
な
り
、
制
限
及
妨
害
を
受
く
る
こ
と
な
き
な
り
。

不
如
意
な
る
も
の
に
対
し
て
は
吾
人
は
微
弱
な
り
、
奴
隷
な
り
、
他
の
掌
中
に

あ
る
な
り
。
此
区
分
を
誤
想
す
る
と
き
は
、
吾
人
は
妨
害
に
遭
ひ
、
悲
嘆
号
泣

に
陥
り
、
神
人
を
怨
謗
す
る
に
至
る
な
り
。
如
意
の
区
分
を
守
る
も
の
は
、
抑

圧
せ
ら
る
ゝ
こ
と
な
く
、
妨
害
を
受
く
る
こ
と
な
く
、
人
を
謗
ら
す
、
天
を
怨

み
す
、
人
に
傷
け
ら
れ
す
、
人
を
傷
け
ず
、
天
下
に
怨
敵
な
き
な
り/

〇
疾
病
死

亡
貧
困
は
不
如
意
な
る
も
の
な
り
。
之
を
避
ん
と
欲
す
る
と
き
は
、
苦
悶
を
免

る
ゝ
能
は
じ
」（
「
大
」
、
二
七
） 

「
〇
誹
謗
を
為
し
、
打
擲
を
加
ふ
る
も
の
の
我
を
侮
（
凌
）
辱
す
る
に
あ
ら
さ
る

な
り
。
之
等
に
対
す
る
我
意
見
が
我
を
侮
（
凌
）
辱
す
る
も
の
な
り
」（
同
、
二
八
） 

万
物
万
象
は
、
自
分
の
思
い
通
り
に
な
る
（
如
意
）
も
の
と
思
い
通
り
に
な
ら
な

い
（
不
如
意
）
も
の
と
に
分
け
ら
れ
る
。
誤
っ
て
こ
の
区
分
を
取
り
違
え
不
如
意
な

る
も
の
を
如
意
な
る
も
の
と
判
定
す
る
と
、
苦
悶
を
回
避
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
な

る
。
た
と
え
ば
死
は
不
如
意
に
属
す
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
如
意
な
る
も
の
と
判
定

す
る
か
ら
、
死
を
恐
れ
苦
悶
す
る
の
で
あ
る
。
は
じ
め
か
ら
、
死
は
不
如
意
に
属
す

る
と
正
し
く
判
定
す
べ
き
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
、
死
を
恐
れ
苦
悶
す
る
こ
と
は
な
い

で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
如
意
な
る
も
の
は
意
見
、
動
作
、
お
よ
び
欣
厭
に
限
ら
れ
、

外
来
す
る
死
、
誹
謗
、
打
擲
を
は
じ
め
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
不
如
意
に
属
す

る
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
わ
れ
わ
れ
は
、
外
来
者
に
よ
り
自
分
た
ち
の
快
楽
が
破
壊
さ
れ
な
い
こ

と
を
願
望
す
る
あ
ま
り
、
防
衛
策
や
改
善
法
を
用
意
す
る
必
要
か
ら
外
来
者
の
実
態

を
吟
味
す
る
以
前
に
、
如
意
な
る
も
の
と
判
定
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
ま
っ
た
く
自

己
の
都
合
だ
け
を
尊
重
し
た
判
定
で
あ
り
、
む
し
ろ
用
意
し
た
対
策
の
実
施
は
事
態

を
悪
化
さ
せ
苦
悶
は
増
大
す
る
。
そ
れ
も
こ
れ
も
、
外
来
者
は
加
害
者
で
あ
ろ
う
と

い
う
疑
念
を
払
拭
で
き
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

た
と
え
ば
死
に
つ
い
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
実
態
を
探
求
し
よ
う
と
も
せ
ず
害

悪
を
招
来
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
を
抱
い
た
ま
ま
憂
い
、
し
か
も
有
効

な
回
避
策
を
発
見
で
き
ず
に
狼
狽
す
る
。
同
様
に
誹
謗
、
打
擲
な
る
も
の
に
つ
い
て

も
、
わ
れ
わ
れ
は
徹
底
し
た
実
態
調
査
を
怠
り
両
者
共
に
不
快
を
も
た
ら
す
に
違
い

な
い
と
、
ま
ず
も
っ
て
身
構
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
死
、
誹
謗
、
打
擲
な
る
も
の
は

加
害
者
で
あ
ろ
う
と
い
う
疑
念
は
、
一
方
的
な
「
我
意
見
」
な
の
で
あ
る
。
と
い
う

の
も
、
そ
れ
ら
自
体
は
わ
れ
わ
れ
の
都
合
と
は
ま
っ
た
く
無
関
係
に
独
自
に
あ
り
得

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
苦
悶
の
原
因
が
外
来
者
に
あ
る
と
す
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の

都
合
と
疑
念
と
が
想
定
し
た
「
我
意
見
」
な
の
で
あ
る
（

14
）
。 

こ
の
よ
う
に
、
如
意
・
不
如
意
を
適
正
に
区
分
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
強
調
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す
る
清
沢
は
、
外
来
者
に
妨
害
さ
れ
ず
悲
嘆
号
泣
に
陥
ら
な
い
方
法
を
、
極
め
て
具

体
的
に
提
起
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
臘
扇
記 

第
二
号
」
に
あ
る
明
治
三
二
年
四
月

五
日
の
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

「…
…

よ
し
や
外
他
的
障
碍
あ
る
か
如
く
見
ゆ
る
も
、
其
之
に
遭
ふ
や
、
直
に

自
由
的
に
之
を
排
除
、
或
逃
避
す
る
場
合
（
例
せ
は
物
を
所
有
せ
ん
と
す
る
に
、

他
人
之
を
奪
取
せ
ん
と
す
る
と
き
は
、
快
く
進
ん
で
之
を
附
与
す
る
が
如
き
）

は
是
れ
自
由
の
行
為
た
る
に
妨
け
な
き
な
き
な
り
。
喚
言
せ
は
、
障
碍
或
は
違

背
に
遇
ふ
て
、
失
望
、
悲
歎
、
煩
悶
、
悩
苦
に
陥
落
す
る
か
如
き
は
、
皆
な
是

れ
奴
隷
的
所
作
た
る
な
り
」（
「
大
」
、
一
一
八
） 

自
分
の
持
ち
物
を
他
者
が
奪
お
う
と
す
る
時
は
直
ち
に
こ
れ
を
与
え
よ
、
そ
う
す

れ
ば
強
奪
さ
れ
ず
に
済
み
、
悲
嘆
に
暮
れ
号
泣
す
る
こ
と
も
な
い
、
と
言
う
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
そ
う
簡
単
に
実
行
で
き
る
事
で
は
な
い
。
所
有
者
は
所
有
物

に
自
己
の
意
思
を
投
影
さ
せ
て
お
り
、
強
奪
は
正
に
所
有
者
の
意
思
を
一
方
的
に
否

定
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
所
有
者
は
当
然
に
所
有
物
を

死
守
す
る
が
、強
奪
者
は
所
有
者
の
反
撃
に
対
し
す
か
さ
ず
再
攻
撃
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
所
有
者
が
強
奪
者
の
意
図
に
従
属
し
自
ら
強
奪
者
の
奴
隷
と
な
っ
て
い
る

状
態
で
あ
る
。
そ
う
な
る
前
に
、
他
者
が
わ
れ
わ
れ
に
対
し
発
出
す
る
行
為
は
不
如

意
な
る
も
の
と
ま
ず
も
っ
て
判
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
如
意
な
る
も
の
と
判
定

し
防
衛
し
て
も
事
態
は
悪
化
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
う
で
は
な
く
、
他
者
の
意
図

に
こ
ち
ら
か
ら
進
ん
で
同
乗
し
自
己
の
所
有
物
を
差
し
出
し
さ
え
す
れ
ば
、
攻
撃
に

も
遇
わ
ず
悲
嘆
号
泣
す
る
こ
と
も
な
い
、
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
（

15
）
。
こ
れ
を
死
に

ま
で
敷
衍
す
れ
ば
、「
〇
疾
病
死
亡
貧
困
は
不
如
意
な
る
も
の
な
り
。
之
を
避
ん
と
欲

す
る
と
き
は
、
苦
悶
を
免
る
ゝ
能
は
じ
」
と
あ
る
か
ら
、
到
来
す
る
死
に
対
し
て
も

「
快
く
進
ん
で
之
を
附
与
」
す
べ
き
こ
と
と
な
る
。 

こ
の
提
言
に
は
、
西
方
寺
の
体
験
か
ら
湧
溢
し
た
感
慨
が
深
く
関
係
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、「
障
碍
或
は
違
背
に
遇
ふ
て
、
失
望
、
悲
歎
、
煩
悶
、
悩

苦
に
陥
落
す
る
か
如
き
は
、
皆
な
是
れ
奴
隷
的
所
作
た
る
な
り
」
と
い
う
文
句
の
内

に
、
挫
折
し
た
改
革
運
動
に
対
す
る
幾
多
の
評
価
を
耳
に
し
な
が
ら
寺
で
の
処
遇
に

「
黙
忍
」
す
る
心
境
を
、
客
観
的
に
解
析
す
る
清
沢
の
姿
勢
が
透
け
て
見
え
る
か
ら

で
あ
る
。「
進
ん
で
之
を
附
与
」
で
き
る
に
は
、
冷
静
に
し
て
柔
軟
に
応
ず
る
余
裕
と

共
に
結
果
を
引
き
受
け
る
揺
る
ぎ
な
い
覚
悟
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
態
度
は
、
自
虐

的
な
反
抗
心
や
諦
念
と
は
ま
っ
た
く
無
縁
な
も
の
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
死
と
向
き

合
う
清
沢
に
と
っ
て
「
エ
氏
」
の
思
想
は
大
い
な
る
安
心
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
て
、
万
物
万
象
を
如
意
と
不
如
意
と
に
分
け
て
死
を
不
如
意
な
る
も
の

と
判
定
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
、
も
う
一
つ
の
死
生
観
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
清

沢
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
「
不
如
意
」
に
こ
だ
わ
り
、
重
視
す
る
の
は
何
故
か
。
次
に
そ

れ
を
考
え
て
み
た
い
。 

 

（
二
）
「
エ
氏
」
哲
学
と
「
唯
一
用
」 

清
沢
は
、
友
人
た
ち
に
宛
て
た
書
簡
で
『
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
』
を
精
読
し
た
感
想
を

伝
え
て
い
る
。「
中
々
面
白
く
」（
岩
九
、
一
七
二
）
、「
随
分
愉
快
な
ら
ん
」（
同
、
一
七
三
）
、

「
頗
る
興
味
を
覚
え
」（
同
、
一
七
五
）
、「
我
等
カ
胸
底
ノ
固
疾
ヲ
療
治
セ
ン
」（
同
、
一

七
八
）
と
、
簡
潔
に
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
エ
氏
」
の
言
説
か
ら
抜
粋
し
た
英
文

を
友
人
た
ち
に
紹
介
し
、
そ
の
文
意
を
披
露
し
て
い
る
。 

「T
ak

e aw
ay

 th
e fear o

f d
eath

,an
d

 su
p

p
o

se as m
an

y
 th

u
n
d
ers an

d
 lig

h
tn

in
g

s 

as y
o
u

 p
lease,y

o
u

 w
ill k

n
o
w

 w
h

at calm
 an

d
 seren

ity
 th

ere is in
 th

e ru
lin

g
 

facu
lty

」（
岩
九
、
一
七
二
、
一
七
三
、
一
七
五
～
一
七
六
、
一
七
七
）（
16
） 

（
「
死
の
恐
怖
を
取
り
去
る
が
い
い
、
そ
し
て
君
の
好
き
な
だ
け
の
雷
鳴
と
、
電

光
と
を
持
っ
て
来
る
が
い
い
、
そ
う
す
れ
ば
、
指
導
能
力
の
中
に
、
ど
れ
ほ
ど

大
き
な
凪
と
晴
天
あ
る
か
が
わ
か
る
だ
ろ
う
か
ら
」（
上
、
二
〇
二
）（
17
）
、「
死

の
恐
怖
を
除
去
せ
よ
。
思
う
ま
ゝ
に
雷
電
光
り
は
た
め
く
と
想
え
、
斯
く
て
爾

は
気
静
神
閑
の
主
宰
中
に
存
す
る
を
知
る
な
る
べ
し
。―

稲
葉
昌
丸
氏
訳―

」（
18
）
） 

「
書
中
の
大
要
は
、
死
生
命
あ
り
富
貴
天
に
あ
り
」（
岩
九
、
一
七
二
）
、「
所
謂
死

生
命
あ
り
富
貴
天
に
あ
り
」（
同
、
一
七
三
）
、「
蓋
し
、
死
生
命
あ
り
富
貴
天
に
あ
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り
、
の
真
意
に
体
逹
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
歟
」（
同
、
一
七
六
）
、「
死
生
命
ア
リ

富
貴
天
ニ
ア
リ
是
レ
エ
氏
哲
学
ノ
要
領
ニ
有
之
」（
同
、
一
七
八
） 

こ
の
よ
う
に
、「
死
生
命
あ
り
富
貴
天
に
あ
り
」
が
「
エ
氏
」
哲
学
の
核
心
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
『
論
語
』
「
顔
淵
十
二
」
に
登
場
し
、
「
死
ぬ
も
生
き
る
も

さ
だ
め
あ
り
、
富
み
も
尊
さ
も
ま
ま
な
ら
ぬ
」（
19
）

と
訳
さ
れ
る
。
そ
の
意
は
、「
死

生
」
と
「
富
貴
」
と
は
天
が
差
配
す
る
は
た
ら
き
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
も
の
で
、
ど

う
し
て
も
わ
れ
わ
れ
の
思
い
通
り
に
は
な
ら
な
い
、
と
解
す
こ
と
が
で
き
る
。
清
沢

は
、「calm

 an
d

 seren
ity

」
と
「
死
生
・
富
貴
」
と
の
不
一
致
は
そ
の
ま
ま
に
、「th

e 

ru
lin

g
 facu

lty

」
と
「
天
に
あ
（
る
）
・
命
（
さ
だ
め
）
」
と
の
一
致
を
、「
エ
氏
」
哲

学
と
『
論
語
』
と
の
結
節
点
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
清
沢
が
「
エ
氏
」
哲
学

の
核
心
を
把
捉
す
る
重
要
句
と
し
て
「th

e 
ru
li
ng
 fa

cu
lt
y

」
に
着
目
し
た
理
由

は
、
自
己
の
思
想
・
哲
学
上
の
基
本
概
念
を
構
築
し
た
『
骸
骨
』
の
中
に
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。 

清
沢
は
万
物
万
象
に
つ
い
て
、
有
限
な
も
の
を
す
べ
て
内
に
含
む
集
合
体
と
し
て

捉
え
て
い
る
。
万
物
万
象
は
、
部
分
が
結
集
し
た
全
体
で
あ
る
と
想
定
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
の
た
め
万
物
万
象
の
有
り
様
に
関
し
て
、
身
体
内
の
諸
器
官
と
身
体
全

体
と
の
関
係
に
例
え
て
説
明
し
て
い
る
。
各
器
官
が
自
己
の
役
割
を
完
遂
す
る
こ
と

で
身
体
は
維
持
さ
れ
、
各
器
官
は
身
体
の
維
持
が
あ
っ
て
自
己
の
能
力
を
発
揮
で
き

る
。
ま
た
、
手
が
一
定
の
作
業
を
す
る
と
き
他
の
器
官
は
一
斉
に
手
を
支
援
す
る
。

そ
れ
は
手
以
外
の
場
合
で
も
同
様
で
あ
る
。
清
沢
は
こ
う
し
た
一
つ
の
器
官
が
主
人

公
に
な
る
と
き
他
の
器
官
が
こ
ぞ
っ
て
援
助
す
る
こ
と
を
「
主
伴
互
具
の
関
係
」
と

呼
び
、
こ
の
関
係
が
は
た
ら
く
こ
と
で
諸
器
官
と
身
体
全
体
と
の
有
機
的
な
連
携
が

保
持
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
万
物
万
象
も
身
体
と
同
様
に
一
つ
の
有
機
体
で

あ
り
、
そ
こ
に
も
「
主
伴
互
具
の
関
係
」
が
は
た
ら
い
て
い
る
と
清
沢
は
考
え
る
。

そ
の
た
め
、「…

…

宇
宙
万
有
は
畢
竟
唯
一
体
あ
る
の
み 

故
に
其
活
動
は
唯
一
用
た

ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
」（
岩
一
、
一
二
）
と
述
べ
、
万
物
万
象
の
内
に
は
「
唯
一
（
の
）
用

（
は
た
ら
き
）」
が
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
死
も
万
物

万
象
の
一
部
で
あ
る
限
り
「
唯
一
（
の
）
用
（
は
た
ら
き
）
」
の
差
配
下
に
あ
る
。
こ

う
し
て
清
沢
は
、
「th
e 
rul

in
g 
fa
cu
lty

」
と
「
唯
一
（
の
）
用
（
は
た
ら
き
）
」

と
の
一
致
を
確
認
し
た
の
で
あ
る
。 

ち
な
み
に
、
手
が
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
の
は
身
体
が
維
持
さ
れ
て
可

能
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
万
物
万
象
が
「
唯
一
（
の
）
用
（
は
た
ら
き
）
」
の
差
配
の
下

に
あ
る
こ
と
を
、
清
沢
は
実
に
丁
寧
に
説
明
す
る
。
た
と
え
ば
人
が
床
の
上
に
立
っ

て
い
る
場
合
、
そ
れ
が
可
能
な
の
は
床
板
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
床
板
は

土
台
柱
に
、
土
台
柱
は
地
面
に
支
え
ら
れ
、
そ
の
地
面
は
地
球
の
中
心
に
ま
で
と
ど

い
て
い
る
。
ま
た
、
も
し
上
方
に
空
気
や
天
井
が
な
け
れ
ば
身
体
は
宙
に
浮
き
、
前

後
左
右
が
真
空
で
あ
れ
ば
立
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
直
立

で
き
る
の
は
身
体
に
力
が
あ
る
か
ら
で
、
そ
の
力
は
血
液
の
循
環
に
よ
り
、
血
液
は

食
物
の
摂
取
に
よ
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
食
物
も
、
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
各
地
か

ら
運
ば
れ
て
き
た
も
の
で
、
各
国
の
諸
地
域
に
お
け
る
山
川
草
木
、
動
物
、
鉱
物
等
々

に
関
係
し
な
い
も
の
は
な
い
。
食
物
に
限
ら
ず
、
衣
服
や
住
居
に
つ
い
て
も
全
く
同

様
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
れ
ら
は
地
球
が
太
陽
系
に
属
す
る
惑
星
と
し
て
あ

る
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
物
理
的
な
条
件
と
共
に
社
会
経
済
的
な
条
件
も
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば

床
上
の
直
立
は
実
現
さ
れ
な
い
。
も
し
そ
れ
ら
の
条
件
の
う
ち
一
つ
で
も
欠
落
す
れ

ば
、
床
上
に
直
立
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
す
べ
て
の
条
件
は
床
上
の
直
立
者

を
主
人
公
に
し
て
万
物
万
象
の
連
携
を
絶
妙
に
差
配
す
る
「
唯
一
（
の
）
用
（
は
た

ら
き
）
」
に
よ
っ
て
整
え
ら
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
「
唯
一
（
の
）
用
（
は
た
ら

き
）
」
を
十
全
に
把
捉
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
床
上
の
直
立
を
実
現
さ

せ
て
い
る
条
件
を
想
定
で
き
て
も
、
そ
の
条
件
が
成
立
す
る
に
は
更
に
別
の
条
件
の

成
立
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
条
件
の
条
件
を
探
求
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
う
し
た
追

求
は
限
り
な
く
継
続
さ
れ
止
ま
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
つ
い
に
わ

れ
わ
れ
は
「
唯
一
（
の
）
用
（
は
た
ら
き
）
」
と
い
う
も
の
を
解
明
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
「
唯
一
（
の
）
用
（
は
た
ら
き
）
」
は
不
可
思
議
な
も
の
と
し
て
あ
り
続
け
る
の
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で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
わ
れ
わ
れ
は
「
唯
一
（
の
）
用
（
は
た
ら
き
）
」
の
差
配
下
に

存
在
し
、
わ
れ
わ
れ
の
意
識
は
「
唯
一
（
の
）
用
（
は
た
ら
き
）
」
に
包
ま
れ
て
い
る

た
め
、
「
唯
一
（
の
）
用
（
は
た
ら
き
）
」
を
対
岸
に
観
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
「
唯
一
（
の
）
用
（
は
た
ら
き
）
」
を
管
理
し
、
万
物
万
象
の

連
携
を
我
が
意
の
ま
ま
に
差
配
す
る
な
ど
、
到
底
、
叶
う
べ
く
も
な
い
の
で
あ
る
。

我
が
意
の
ま
ま
に
な
る
の
は
精
々
「
意
見
、
動
作
、
及
欣
厭
」
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
他

す
べ
て
は
不
可
思
議
な
「
唯
一
（
の
）
用
（
は
た
ら
き
）
」
の
差
配
下
に
あ
る
。
そ
の

た
め
、
わ
れ
わ
れ
は
外
来
者
の
当
来
と
実
態
と
を
予
知
で
き
ず
、
外
来
者
は
常
に
未

知
な
る
も
の
と
し
て
接
近
す
る
。
未
知
な
る
外
来
者
に
対
し
我
が
意
の
了
解
を
要
求

す
る
の
は
完
全
に
無
謀
な
試
み
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
我
が
意
の
崩
壊
が
露
わ
に
な

る
だ
け
で
あ
る
。 

清
沢
は
こ
う
し
た
考
え
に
基
づ
い
て
、
「
如
意
と
不
如
意
と
の
区
別
を
遵
守
せ
よ
」

を
「
エ
氏
」
思
想
の
総
論
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
各
論
と
し
て
「
〇
疾
病
死

亡
貧
困
は
不
如
意
な
る
も
の
な
り
。
之
を
避
ん
と
欲
す
る
と
き
は
、
苦
悶
を
免
る
ゝ

能
は
じ
」
を
置
く
の
で
あ
る
。
「
唯
一
（
の
）
用
（
は
た
ら
き
）
」
の
差
配
に
よ
り
到

来
す
る
死
は
当
然
不
如
意
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
容
認
す
れ
ば
死
に
つ
い
て
思
い
煩

う
こ
と
は
不
要
と
な
る
。『
臘
扇
記 

第
一
号
』（
明
治
三
一
年
一
〇
月
二
四
日
）
に
は
、
こ

う
記
さ
れ
て
い
る
。 

「
晴
。
如
何
に
推
考
を
費
す
と
雖
と
も
、
如
何
科
学
哲
学
に
尋
求
す
と
雖
と
も
、

死
後
（
展
転
生
死
の
後
）
の
究
極
は
、
到
底
不
可
思
議
の
関
門
に
閉
さ
ゝ
る
も

の
な
り/

啻
に
死
後
の
究
極
然
る
の
み
に
あ
ら
す
。
生
前
の
究
極
も
亦
絶
対
的
不

可
思
議
の
雲
霧
を
望
見
す
べ
き
の
み
。
是
れ
吾
人
か
進
退
共
に
絶
対
不
可
思
議

の
妙
用
に
托
せ
さ
る
へ
か
ら
さ
る
所
以
」（
「
大
」
、
三
五
）
「
自
己
と
は
他
な
し
。

絶
対
無
限
の
妙
用
に
乗
托
し
て
、
任
運
に
法
爾
に
此
境
遇
に
落
在
せ
る
も
の
、

則
ち
是
な
り/

只
夫
れ
絶
対
無
限
に
乗
托
す
。
故
に
死
生
の
事
、
亦
憂
ふ
る
に
足

ら
す
。
死
生
尚
且
つ
憂
ふ
る
に
足
ら
す
。
如
何
に
況
ん
や
、
此
よ
り
而
下
な
る

事
件
に
於
い
て
お
や
」（
同
、
三
六
） 

こ
こ
で
は
、
わ
れ
わ
れ
に
は
十
全
に
把
捉
で
き
な
い
「
唯
一
（
の
）
用
（
は
た
ら

き
）
」
の
こ
と
を
「
絶
対
不
可
思
議
」
、「
主
伴
互
具
の
関
係
」
を
絶
妙
に
差
配
す
る
「
唯

一
（
の
）
用
（
は
た
ら
き
）
」
の
こ
と
を
「
絶
対
無
限
の
妙
用
」
と
、
表
現
し
て
い
る
。

ま
た
、
す
べ
て
の
有
限
を
包
含
し
て
あ
る
集
合
体
の
外
側
に
は
何
一
つ
存
在
す
る
も

の
は
な
い
か
ら
、
集
合
体
に
対
立
す
る
も
の
は
な
い
と
い
う
意
味
で
「
絶
対
無
限
」

と
い
う
語
句
を
用
い
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
死
生
観
の
基

礎
は
す
で
に
『
骸
骨
』
に
お
い
て
用
意
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
西
方
寺
に
お
け

る
「
黙
忍
」
体
験
が
、
「
エ
氏
」
哲
学
の
核
心
と
「
唯
一
（
の
）
用
（
は
た
ら
き
）」

と
を
邂
逅
さ
せ
、
新
た
な
死
生
観
が
こ
こ
に
誕
生
し
た
と
言
え
る
。
そ
う
し
た
意
味

で
、
こ
の
死
生
観
は
「
内
発
的
」
死
生
観
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

清
沢
は
、「
絶
対
無
限
の
妙
用
に
乗
托
」
す
れ
ば
「
死
生
の
事
、
亦
憂
ふ
る
に
足
ら

す
。…

…

如
何
に
況
ん
や
、
此
よ
り
而
下
な
る
事
件
に
於
い
て
お
や
」
と
述
べ
て
い

る
と
お
り
、
「
唯
一
（
の
）
用
（
は
た
ら
き
）
」
に
同
乗
し
自
己
の
有
り
様
を
委
託
す

れ
ば
、
死
生
は
も
と
よ
り
す
べ
て
の
事
柄
に
憂
苦
は
付
着
し
な
い
と
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
理
解
は
、
「
唯
一
（
の
）
用
（
は
た
ら
き
）
」
が
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
と
い
う
了

解
に
至
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
と
い
う
の
も
、
阿
弥
陀
仏
は
迷
い
惑
う
衆
生
を
憂
苦
か

ら
解
放
せ
ず
に
は
お
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
宗
教
雑
誌
『
精
神
界
』
に
掲
載
さ
れ
た

『
万
物
一
体
』（
20
）

で
は
、「
万
物
一
体
の
真
理
は…

…

千
万
無
量
の
物
体
が…

…

独

立
自
存
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
互
に
相
依
り
相
待
ち
て
一
組
織
体
を
成
ず
る
も
の

…
…

」（
岩
六
、
一
一
）
で
あ
る
が
、
「…

…

吾
人
の
胸
裏
に
一
種
不
思
議
な
る
苦
痛
煩

悶
を
感
覚
す
る…

…

」（
同
、
一
三
）
の
は
、「
只
自
己
の
云
為
能
力
の
み
を
以
て
道
徳

を
造
作
せ
ん
と
す
る
」（
同
、
同
）
か
ら
で
あ
る
と
し
て
、
更
に
こ
の
よ
う
に
続
け
ら

れ
て
い
る
。 

「
然
る
に
真
正
の
道
徳
は
、
決
し
て
此
の
如
き
隔
歴
差
別
の
妄
念
よ
り
生
ず
る

も
の
に
あ
ら
ず
、
万
物
一
体
の
真
理
に
基
け
る
平
等
無
碍
の
正
念
よ
り
起
る
べ

き
も
の
な
り
、
而
し
て
此
の
如
き
正
念
の
本
体
は
、
是
れ
阿
弥
陀
仏
な
り
」（
岩

六
、
一
三
） 
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わ
れ
わ
れ
が
「
苦
痛
煩
悶
」
を
感
覚
す
る
の
は
、
自
己
の
都
合
だ
け
を
尊
重
し
た

「
妄
想
」
に
よ
り
思
想
と
行
動
と
を
選
択
し
実
行
す
る
か
ら
で
あ
る
。「
万
物
一
体
の

真
理
」
の
「
本
体
」
で
あ
る
「
唯
一
（
の
）
用
（
は
た
ら
き
）
」
が
設
け
た
基
準
を
遵

守
す
れ
ば
、「
苦
痛
煩
悶
」
を
感
覚
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
「
平
等
無
碍
」
な
る
「
唯

一
（
の
）
用
（
は
た
ら
き
）
」
が
、「
阿
弥
陀
仏
」
で
あ
る
と
清
沢
は
宣
明
し
て
い
る
。 

こ
れ
と
同
様
の
考
え
は
、
絶
筆
と
な
っ
た
『
我
は
此
の
如
く
如
来
を
信
ず
（
我
信
念
）
』

の
最
末
尾
に
、「
エ
氏
」
思
想
の
核
心
で
あ
る
と
し
た
『
論
語
』
の
語
句
を
引
用
し
て

記
さ
れ
て
い
る
。 

「
私
は
私
の
死
生
の
大
事
を
此
如
来
に
寄
托
し
て
、
少
し
も
不
安
や
不
平
を
感

す
る
こ
と
が
な
い
、
『
死
生
命
あ
り
、
富
貴
天
に
あ
り
』
と
云
ふ
こ
と
が
あ
る
、

私
の
信
す
る
如
来
は
、
此
天
と
命
と
の
根
本
本
体
で
あ
る
」（
岩
六
、
三
三
四
～
三

三
五
） 

 

お
わ
り
に 

清
沢
の
宗
教
哲
学
思
想
を
概
観
す
る
と
き
、
そ
の
源
泉
は
『
骸
骨
』・
『
試
稿
』
に

お
い
て
認
め
ら
れ
る
。
両
著
の
眼
目
は
衆
生
が
仏
〔
覚
者
〕
に
成
る
可
能
性
を
合
理

的
に
説
明
す
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
、
ま
ず
仏
〔
覚
者
〕
に
成
る
主
体
を
確
定
し
、
そ

し
て
仏
〔
覚
者
〕
に
成
り
得
る
根
拠
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
清
沢
は
霊
魂

を
主
体
と
し
て
定
立
し
、
わ
れ
わ
れ
は
有
限
で
あ
る
身
体
に
包
ま
れ
な
が
ら
も
無
限

的
で
あ
る
霊
魂
を
有
す
る
か
ら
、
無
限
で
あ
る
仏
〔
覚
者
〕
に
成
り
得
る
と
し
た
の

で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
清
沢
は
わ
れ
わ
れ
を
有
限
と
無
限
と
の
同
一
体
と
し
て
捉
え
る
こ

と
で
、
自
ら
行
う
修
養
や
他
の
者
か
ら
の
導
き
に
よ
り
、
仏
〔
覚
者
〕
に
成
る
可
能

性
が
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
有
限
と
無
限
と
が
同
体
に
し
て
あ
る
こ
と
は
万
物
万
象

に
も
適
用
さ
れ
、
有
機
体
説
と
「
主
伴
互
具
の
関
係
」
と
の
融
合
か
ら
導
出
さ
れ
た

「
唯
一
（
の
）
用
（
は
た
ら
き
）
」
が
、
そ
も
そ
も
仏
〔
覚
者
〕
に
成
る
可
能
性
を
担

保
す
る
原
動
力
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。 

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
『
骸
骨
』
と
『
試
稿
』
と
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
二
つ
の

死
生
観
を
比
較
検
討
し
た
。「
霊
魂
不
滅
」
を
主
幹
と
す
る
「
外
発
的
」
死
生
観
は
、

霊
魂
を
仏
〔
覚
者
〕
に
成
り
得
る
主
体
と
し
て
定
立
す
る
の
に
は
有
効
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
霊
魂
が
「
不
滅
」
と
い
う
無
限
性
を
有
す
る
こ
と
か
ら
仏
〔
覚
者
〕
に
成

り
得
る
可
能
性
を
発
見
で
き
た
に
し
て
も
、
可
能
性
と
い
う
「
虚
実
」
を
「
現
実
」

に
転
化
さ
せ
る
ま
で
の
論
説
は
用
意
さ
れ
て
は
い
な
い
。
一
方
、「
唯
一
（
の
）
用
（
は

た
ら
き
）
」
と
「
エ
氏
」
哲
学
と
の
邂
逅
か
ら
創
出
さ
れ
た
「
内
発
的
」
死
生
観
は
、

阿
弥
陀
仏
を
結
実
さ
せ
、
現
実
界
で
の
思
想
と
行
動
の
選
択
基
準
を
阿
弥
陀
仏
に
委

ね
る
こ
と
を
始
点
と
し
て
仏
〔
覚
者
〕
に
成
り
往
く
ま
で
の
道
程
を
教
示
し
て
い
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
、「
内
発
的
」
死
生
観
は
清
沢
の
宗
教
哲
学
思
想
の
生
長
に
深
く
関

与
し
、
そ
の
主
柱
を
成
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。 

た
と
え
ば
「
臘
扇
記 

第
一
号
」
、
明
治
三
一
年
一
〇
月
二
四
日
の
日
記
で
は
、
人

生
に
お
け
る
選
択
の
基
準
を
阿
弥
陀
仏
に
委
ね
、「
現
実
」
に
仏
〔
覚
者
〕
に
成
る
ま

で
の
道
筋
が
記
さ
れ
て
い
る
。
最
初
は
、
阿
弥
陀
仏
が
整
備
し
た
「
現
在
」
へ
の
「
満

足
」
か
ら
始
ま
り
、
「
満
足
。
無
慾
心
。
不
動
心
。
胆
勇
。
無
畏
心
。
精
進
。
克
己
。

忍
辱
。
不
諍
心
。
無
瞋
心
。
和
合
心
。
社
交
心
。
同
情
心
。
慈
悲
心
。
仏
心
」（
「
大
」
、

三
七
）
と
、
最
後
は
「
仏
心
」
に
到
達
す
る
。
こ
こ
に
徳
目
と
し
て
表
現
さ
れ
た
思
想

と
行
動
は
、
宗
教
雑
誌
『
精
神
界
』
で
阿
弥
陀
仏
に
依
拠
す
る
処
世
法
を
提
唱
し
、

世
の
注
目
を
集
め
た
「
精
神
主
義
」
思
想
へ
と
開
花
す
る
蕾
と
な
っ
て
い
る
。 

清
沢
は
東
京
で
学
究
者
と
し
て
歩
む
人
生
に
別
れ
を
告
げ
、
上
洛
の
後
、
そ
れ
ま

で
の
生
活
を
見
直
し
宗
教
者
と
し
て
生
き
ぬ
く
こ
と
を
決
意
し
た
。
そ
の
表
出
が
、

禁
欲
的
生
活
実
践
と
『
骸
骨
』
・
『
試
稿
』
の
起
稿
で
あ
る
。
そ
の
禁
欲
生
活
の
結
果

と
し
て
清
沢
は
肺
結
核
を
罹
患
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
が
、
病
床
に
お
い
て
死
生

を
主
体
的
に
観
ず
る
こ
と
を
通
し
て
、
仏
〔
覚
者
〕
に
成
り
得
る
「
現
実
」
を
実
感

と
共
に
掴
ん
だ
の
で
あ
る
。 
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凡
例 

一
、
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
改
め
た
。 

一
、
『
清
沢
満
之
全
集
』
（
暁
烏
敏
・
西
村
見
暁
共
編
、
法
蔵
館
、
一
九
五
三
～
一
九

五
七
年
）
は
「
法
」
と
略
記
、
『
清
沢
満
之
全
集
』
（
編
集
・
著
作
権
者
、
大
谷
大

学
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
～
二
〇
〇
三
年
）
は
「
岩
」
と
略
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ

巻
数
と
頁
数
を
漢
数
字
で
示
す
。 

一
、
清
沢
満
之
『
臘
扇
記 
注
釈
』
（
編
集
・
註
釈
、
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
、

法
蔵
館
、
二
〇
〇
八
年
）
は
「
大
」
と
略
記
、『
資
料 

清
沢
満
之<

講
演
編>

』（
同

朋
社
出
版
、
一
九
九
一
年
）
は
「
資
料
」
と
略
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
数
字
で
頁
数

を
示
す
。 

 

【
注
記
】 

（
１
）「
資
料
」、
三
一
頁
。 

（
２
）
工
事
は
明
治
一
三
年
一
〇
月
に
着
工
し
、
明
治
二
八
年
四
月
に
竣
工
し
て
い
る
。

完
成
ま
で
に
一
五
年
余
の
歳
月
を
要
し
た
。 

（
３
）
寺
川
俊
昭
は
真
宗
の
僧
侶
で
あ
る
清
沢
が
自
力
行
を
実
践
し
た
こ
と
に
、「
僧
風

刷
新
の
志
願
」
と
「
教
団
回
復
の
強
靭
な
願
い
」
と
を
「
読
み
取
る
べ
き
」
と
し
て

い
る
。（
寺
川
俊
昭
『
清
沢
満
之
論
』（
文
栄
堂
書
店
、
一
九
七
五
年
）
、
六
〇
頁
） 

（
４
）「
臘
」
は
陰
暦
一
二
月
の
別
称
で
あ
る
。「
臘
扇
」
は
冬
の
扇
の
こ
と
で
あ
り
役
に

立
た
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。 

（
５
）
真
宗
大
谷
派
の
僧
で
あ
る
。 

（
６
）
ヘ
ン
リ
ー
・
モ
ー
リ
ー
訳
・
編
『P

L
A

T
O

`S
 C

R
IT

O
 A

N
D

 P
H

A
E

D
O

』( D
ialo

g
u

es 

o
f S

o
crates b

efo
re H

is D
eath)

で
あ
る
。
な
お
「C

R
IT

O

」
は
プ
ラ
ト
ン
の
『
ク
リ

ト
ン
』、
「P
H

A
E

D
O

」
は
同
『
パ
イ
ド
ン
』
の
こ
と
で
あ
る
。 

（
７
）「
資
料
」、
四
六
五
～
四
六
六
頁
。 

（
８
）
清
沢
が
明
治
二
五
年
九
月
七
日
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
、
真
宗
大
学
寮
で
『
骸
骨
』

を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
宗
教
哲
学
を
講
義
し
た
内
容
の
筆
記
録
で
あ
る
。 

（
９
）
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
こ
と
で
あ
る
。 

（
10
）
清
沢
の
大
学
時
代
の
友
人
で
あ
っ
た
沢
柳
政
太
郎
で
あ
る
。 

（
11
）
ロ
ー
レ
ス
ト
ン
、『T

each
in

g
 o

f E
p

ictetu
s

』
で
あ
る
。 

（
12
）「
病
者
ニ
対
シ
テ
示
ス
タ
メ
エ
ピ
ク
テ
ト
氏
ノ
言
ヲ
書
キ
送
レ
ト
井
上
豊
忠
兄
ヨ

リ
来
書
ア
リ
シ
ユ
ヘ
左
ノ
数
項
ヲ
書
キ
送
ル
」（
岩
二
、
一
〇
九
） 

（
13
）
明
治
三
一
年
一
〇
月
一
〇
日
、
草
間
（
関
根
）
仁
応
宛
（
岩
九
、
一
七
六
）
。
同

年
同
月
一
二
日
、
稲
葉
昌
丸
宛
、
（
同
、
一
七
七
）
。 

（
14
）『
精
神
界
』
創
刊
号
掲
載
の
「
精
神
主
義
」
に
は
、
「…

…

精
神
主
義
に
一
種
の

要
義
あ
り…

…

精
神
主
義
は
総
て
の
煩
悶
憂
苦
を
以
て
、
全
く
各
人
自
己
の
妄
念
よ

り
生
ず
る
幻
影
と
信
す
る
に
あ
り
」
（
岩
六
、
四
～
五
）
と
あ
る
。 

（
15
）
前
注
同
の
「
精
神
主
義
」
に
は
、「…

…

精
神
主
義
は
、
吾
人
の
世
に
処
す
る
の

実
行
主
義
に
し
て…

…

其
の
発
動
す
る
所
は
、外
物
他
人
に
追
従
し
て
苦
悶
せ
ざ
る

に
あ
り
。
交
際
協
和
し
て
人
生
の
幸
楽
を
増
進
す
る
に
あ
り
」（
岩
六
、
五
）
と
あ

る
。「
追
従
」
は
、「
他
人
之
を
奪
取
せ
ん
と
す
る
」
企
図
を
認
定
し
そ
れ
に
対
処
す

る
こ
と
を
意
味
す
る
。 

（
16
）（
岩
九
、
一
七
三
）
は
、「y

o
u
 w

ill k
n
o
w

 h
o
w

 w
h

at

」
と
な
っ
て
い
る
。 

（
17
）
今
村
仁
司
『
清
沢
満
之
と
哲
学
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）、
一
九
二
頁
。

な
お
、（
上
、
二
〇
二
）
は
、
鹿
野
治
助
訳
『
人
生
談
義
』
（
上
・
下
、
岩
波
文
庫
）

の
「
上
」
の
頁
数
を
示
す
。 

（
18
）
西
村
見
暁
『
清
澤
満
之
先
生
』
（
法
蔵
館
、
一
九
七
三
年
）
、
二
一
七
頁
。 

（
19
）
訳
注
者 

金
谷
治
『
論
語
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
九
一
年
）
、
一
五
九
頁
。 

（
20
）『
万
物
一
体
』
は
、
明
治
三
四
年
二
月
一
五
日
発
行
の
『
精
神
界
』
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。 
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